
７都薬会発第４７１号 

令和 ８年 ３月 ７日 

地区及び職域薬剤師会 会長 殿 

公益社団法人 東京都薬剤師会 

会 長  髙 橋 正 夫 

都薬会員証カードの新規発行並びに再発行の停止について 

平素より本会の事業運営に格別のご理解とご協力を賜り、厚く御礼申し上げます。 

さて、このたび本会において検討を重ねた結果、令和 8年 3月 31日をもって、都薬

会員証カード（別添 1 参照）の新規発行および再発行を停止することといたしました

ので、ご報告申し上げます。 

これまで会員証カードは一定の役割を果たしてまいりましたが、近年の運用状況の

変化、日本薬剤師会において、会員番号を確認できる会員専用アプリが 2026年 4月に

リリース予定（別添 2 参照）であることなどを踏まえ、現行のカード形式での継続は

行わないとの判断に至りました。 

【会員番号の取扱いについて】 

日本薬剤師会および東京都薬剤師会の会員番号は同一です。 

これまで会員証に記載した会員番号は、便宜的に都道府県コード・所属薬剤師会コ

ード・会員証再発行回数を含む構成としておりましたが、今後はこの表記を用いず、

日本薬剤師会会員番号のみの表記といたします。 

従来の番号構成は以下のとおりでした。 

＜従来の構成＞ 

13＊＊-1234567-0 

上 4桁：13（都道府県コード）＋＊＊（所属薬剤師会コード） 

中 7桁：日本薬剤師会会員番号（個人番号） 

下 1桁：会員証再発行回数 

なお、東京都コード・所属薬剤師会コード・再発行回数番号の考え方は今後廃止いたし

ます。 

【今後の会員証明について】 

現在、退会時における会員証カードの回収が十分に行われていない状況が確認され

ております。このような状況を踏まえ、東京都薬剤師会としての会員資格の証明は、従

来の東京都薬剤師会会員証カードによる運用から、日本薬剤師会が提供する会員向け
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専用アプリを用いる方法へ移行することといたしました。 

つきましては、地区薬剤師会様におかれましても、当該アプリを利用する運用へ移

行していただきますようお願い申し上げます。 

各地区薬剤師会ならびに会員の皆様におかれましては、本趣旨をご理解のうえ、ご

協力賜りますようお願い申し上げます。 
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７都薬総発第８号 

令和８年３月７日 

会 員 各位 

 

公益社団法人 東京都薬剤師会 

副 会 長 安 部 好 弘 

   

都薬会員証カードの新規発行並びに再発行の停止について 

平素より会の事業運営に格別のご理解とご協力を賜り、厚く御礼申し上げます。 

さて、このたび本会において検討を重ねた結果、令和 8年 3月 31日をもって、都薬

会員証カード（別添 1 参照）の新規発行および再発行を停止することといたしました

ので、ご報告申し上げます。 

これまで会員証カードは一定の役割を果たしてまいりましたが、近年の運用状況の

変化、日本薬剤師会において、会員番号を確認できる会員専用アプリが 2026年 4月に

リリース予定（別添 2 参照）であることなどを踏まえ、現行のカード形式での継続は

行わないとの判断に至りました。 

 

【会員番号の取扱いについて】 

日本薬剤師会および東京都薬剤師会の会員番号は同一です。 

これまで会員証に記載した会員番号は、便宜的に都道府県コード・所属薬剤師会コ

ード・会員証再発行回数を含む構成としておりましたが、今後はこの表記を用いず、 

日本薬剤師会会員番号のみの表記といたします。 

 

従来の番号構成は以下のとおりでした。 

＜従来の構成＞ 

13＊＊-1234567-0 

上 4桁：13（都道府県コード）＋＊＊（所属薬剤師会コード） 

中 7桁：日本薬剤師会会員番号（個人番号） 

下 1桁：会員証再発行回数 

 

なお、東京都コード・所属薬剤師会コード・再発行回数番号の考え方は今後廃止いた

します。 
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【別添１】 
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日薬総発第２４号 

令和８年２月１０日 

 

 

都道府県薬剤師会担当役員 殿 

 

 

公益社団法人 日本薬剤師会 

                   副会長 原 口   亨 

 

 

日薬アプリの開発等について（告知） 

 

平素より、本会会務に格別のご高配を賜り厚く御礼申し上げます。 

さて、本会では、近年のデジタル社会の進展に鑑み、日薬雑誌アプリの運

用に続き会内等でのデジタル化推進の一環として、「日薬アプリ」の運用を

令和８年４月より開始することといたしましたので、お知らせいたします。 

「日薬アプリ」の基本機能としたしましては、①デジタル会員証の表示、

②お知らせ機能、日薬ＮＥＷＳ及び日薬メールナビのプッシュ通知機能、③

バッジ表示機能（通知の可視化）であり、現在、鋭意開発を進めておりま

す。また、令和８年４月に基本機能を装備しリリース後も新たな機能を追加

する予定でおります。 

今後の予定といたしまして、貴会会員の皆さまには、日本薬剤師会雑誌、

日薬ホームページ、日薬ＦＡＸニュース等でも案内を進めてまいります。 

つきましては、貴会会務ご多繁の折り、誠に恐縮ではございますが、 

「日薬アプリ」の開発等につきましてご理解・ご高配のほどよろしくお願い

いたします。 

なお、「日薬アプリ」の開発の進捗等につきましては、本通知に続き必要

な情報をお伝えする予定でおりますことを申し添えます。 

-5-



©Japan Pharmaceutical Association All Rights Reserved 1

日薬アプリについて

○ホームページの更新などを実施してはいるものの、ダイレクトに伝え
る手段を構築し、会員との情報共有を図るため、デジタル化の推進によ
る会員サービスの更なる向上を目指し、「日薬アプリ」を2026年4月の
リリースを目標に開発中

〇日薬アプリの基本機能
・デジタル会員証の表示
・お知らせ、日薬NEWS、メールナビのプッシュ通知機能
・バッジ表示機能

〇スケジュールと進捗報告
「要件定義・設計」「デザイン」「開発・環境構築」が完了。「テス
ト・検証」も順調に進行中で、遅延なくリリースにむけ進捗しています
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